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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成19年　11月27日　(火)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　本川　沙織　　　　　記録者　小杉　久美
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

· 本日、院内研修がありますので参加しましょう。

· 正月が近づいています。家族へ連絡し、外出・外泊勧めましょう。

· 11/26東病棟で誤嚥の事故がありました。食事中は患者様の見守りをし誤嚥がないよう気を付けて業務にあたりましょう。

＜患者様連絡事項＞

· 柿田　隆三様～車椅子・その他荷物は1階の介護訓練室に置いてあります。家族が取りに来たら渡

してください。

· 山内　公博様～特定のスタッフに依頼し、自室に呼び込み軟膏を塗らせているそうです。自分でで

きることは自分で行ってもらいましょう。軟膏を塗布する時間が統一されていないので時間を決めます。軟膏はBユニット鍵などが保管されている棚の上に置いてあります。午前中と16：00の軟膏時に塗布することとします。

· 袴田　英司様～抗生剤の点滴終了し、錠剤で抗生剤7日分臨時処方となっています。バイタルサイ

ンのチェック、呼吸状態・浮腫の有無・体重管理・食事摂取量・IN／OUTの観察していきましょう。

· 山下　さき様～咳嗽、鼻汁、下肢の疼痛訴え総合感冒薬、解熱鎮痛剤3日分臨時処方となっていま

す。感冒症状の有無を観察しましょう。臥床傾向ある為、離床促していきましょう。

· 坪　　邦俊様～本人より眠れないと訴えあり、又イライラ感みられる為、本日のみ精神神経用剤臨

時処方となっています。明日から分は診察し処方するそうです。忘れず指示をもらいましょう。夜間、中途覚醒し、帰宅要求や粗暴行為みられます。訴えの内容を傾聴し、落着いて過ごせるよう促しましょう。

· 板垣　富蔵様～発熱・咳嗽・痰鳴あり総合感冒薬・抗菌剤2日分臨時処方となっています。発熱時

の予測指示でています。感冒症状の有無を観察し、痰がらみある時は適宜吸引しましょう。

＜入院＞

· 田端　玲子様～本日前回同様Aユニット116号室へ入院となっています。逆流性食道炎と診断さ

れています。労災病院Drより整形外科で処方になった消炎鎮痛剤の副作用で便秘になり吐血したのではないかと話しがありました。入院時は笑顔でスタッフへ挨拶されていますが、精神状態不安定さみられています。

・次回労災病院への受診はしないと家族より説明がありました。

・変形性膝関節症で通院していた室岡整形外科への通院も今後しないそうです。

・液体状の食前薬がBユニット冷蔵庫に保管されています。毎食前、30cc与薬して下さい。

・食事・・・全粥・キザミ食　　状態をみて常食へ変えていくそうです。







